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〈レポート〉環境・デジタル
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「SAWACHI」を使いこなせるか
─ 普及指導の新たな取組み ─

生産者ごとに異なる。この制御のバラつきが
収量の差につながり、同じ地域の同じ設備を
備えたハウスにもかかわらず、生産性が異な
るという結果になる。「SAWACHI」はこのバ
ラつきを減らし、地域全体の生産性の底上げ
を図る基盤として期待されている。
高知県内の環境制御技術の導入先約1,500戸

のうち「SAWACHI」接続先は約470戸にのぼり、
接続先のハウス内の環境データが「SAWACHI」
へ日々蓄積される。カメラ機器を設置したハ
ウスからは、画像分析による開花数や着果数
などのデータも収集される。ユーザーはこれ
らの情報を自身の端末から閲覧し、自身が生
産した作物の出荷状況や、他生産者（匿名化）
との実績比較ができる。（第１図）。

3　普及指導にも「SAWACHI」を使う
「SAWACHI」の最大のメリットは、生産者
同士のデータを比較することにより、生産技
術の向上を図ることができる点にある。しか
し生産者のなかには、データ集計や分析に慣
れていないユーザーも多い。「SAWACHI」が
持つ豊富なデータを読み解き、そのメリット
を生かすことができる場として注目されるの
が、普及指導の現場である。
安芸農業振興センターは、約700戸の生産者

に対し、普及指導員等12名が技術指導を行う。
「SAWACHI」の普及活動も行っており、ナス
を作付けするハウス栽培616戸のうち、約560
戸の日次出荷データが「SAWACHI」に接続
されている（数値は23年５月時点）。
同センターでは「SAWACHI」のデータを

活用した普及指導の在り方を模索しており、
指導の事例共有を積極的に行っている。

1　本格始動した「SAWACHI」
高知県は面積の８割以上を林野が占め、耕

地が非常に限られるなか、温暖な気候を生か
した施設栽培により、ナスやシシトウなど多
くの品目において全国有数の産地である。同
県でも担い手不足は喫緊の課題であり、産地
強化策として次世代型ハウスや環境制御技術
の普及推進が行われている。同県は生産性を
さらに高めるため、ハウス内の環境・生育デ
ータをオンラインで集約・共有化するIoPクラ
ウドを構築し、2022年９月に本格稼働させた。
これが「SAWACHI」である。

2　目指すのは地域の生産性向上
環境制御技術とは、温度、湿度、CO2濃度、

日射量などの環境要因を、植物の生育に適し
た状態に調整する技術である。光合成速度を
高めて植物の生長を促すことで、収量を向上
できる。生産者はセンサーから日々送られる
環境データに基づき温湿度管理などの制御を
行い、生育状態を調整する。ここで問題とな
るのが、データがどの時点でどの数値になっ
ていれば適切かという点であり、その判断は

出所 県資料に基づき筆者作成

第1図 SAWACHIが集めるデータイメージ
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その中で試行的に策定された、あるナス生
産者へ向けた指導提案書では、技術的な指導
にとどまらず、経営分析も網羅する内容が提
案されている。具体的には、生産者の収支や
年間作業量を整理したうえで、収量を確保す
べき時期を明確にし、下位側枝摘除による作業
負荷の軽減策や、CO2施用により収量増を目指
すものである。エネルギーや資材価格の高騰
を想定した、技術指導と経営分析が組み合わさ
れた非常に高度なアドバイスである。またグ
ラフが活用され、受け手にとっての見やすさ
にも十分な配慮がなされた提案となっている。
指導内容が充実化する一方、普及指導員の

作業効率化も急務である。ハウス内気温のデ
ータ一つをとっても、生産者が異なれば数値
も当然異なる。数あるデータの中から生産者
の特徴をあぶり出すには、相当の分析力や根
気強さが求められる。普及指導員が細かい分
析に集中できるよう、高知県は専用のツール
を用意することで、ある程度定型化された分
析を自動的に行う仕組みを整えている。
分析や提案を行うこと自体にも、重要な価

値があるという。元来、栽培方法は生産者のノ
ウハウやこだわりが強く現れる部分であるた
め、十分な知識があっても提案する側のハー
ドルは非常に高い。もし分析結果や提案書が
手元にあれば、これを契機として、生産者と普
及指導員がより具体的な会話を進めることが

期待できる。普及指導員は、現場を見ながら
分析の妥当性を確認し、また会話を通じて仮
に生産者の思い込みなどがあれば、改善を促
すことも可能となる。センターの農業改良普
及課チーフは「データ整理だけでなく、実際
の作物の状態を見ながら分析し、数値化され
た経験やノウハウを裏付けに、生産者へ働き
かけることが大事」と話す。「SAWACHI」を
きっかけに、より有効な普及指導が期待され
る（第２図）。

4　厳しい経営環境に立ち向かう
コロナ禍や経費高騰により、高知県におい

ても生産者の投資意欲は減退しているという。
しかし、経費上昇下において過度な投資抑制や
肥料節約を行うと、かえって収量減を招き、収
支が悪化する可能性があると県担当者は指摘
する。経費上昇幅を上回る収支を得るために
も、データに基づいた効率的な農業を行うこ
とが必要であるという（第３図）。多くの生き
たデータを共有する基盤として、「SAWACHI」
がもたらす価値は今後さらに増すことになる。
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出所 ヒアリングなどに基づき筆者作成

第2図 SAWACHIを使った営農指導の目指す姿
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第3図 エネルギー・資材高騰を受けた今後の対応
【これまでの取組み】　
・IoPによる反収（面積当たり収量）の増加を極めることで、所得増を実現

※1 高知県は森林が多く面積拡大は難しい
※2 単価は市場受給バランスにより決定されるため、コントロールは難しい

※3 エネルギーや肥料等の最適化・最小化を実現することで経費を最小化
※4 収量最大化・経費最小化の両輪により所得増大化の実現を目指す
※5 環境負荷減の取組により、単価アップは難しいものの、消費者に選ばれる産地
となることで安定取引を志向する

【今後の取組み】　
・データに基づく営農指導を通じて、増収とコストの効率化を目指す
・エネルギーや肥料の投入量の最適化・最小化し、所得の最大化を実現
・CO2等温室効果ガスの排出量を最小化していく
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